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　1928（昭和３）年町長に就任以来、
役場庁舎の新築、小学校の新築増築、
道路の新設・拡張、三呉線の開通等、
仁方町の政治経済文化の発展に尽く
されました。
　仁方町は彼の功徳を敬慕し、昭和
33年９月に碑を建立しました。

　小高い丘の上にある大
師堂は、1900（明治33）
年地元の人により建立さ
れました。本尊は弘法大
師で、地蔵菩薩も安置さ
れています。

　戸田北部の畠
の中に白井縫殿
介の墓といわれ
る五輪の塔があ
ります。
　縫殿介は戦国
時代の水軍の将
で、戸田を領し、
石山本願寺の戦

いで戦死したといわれています。
　五輪の塔は、上から空輪・風輪・火輪・水輪・
地輪の石の塔で、平安時代後期から現れたも
ので、供養塔・舎利塔として用いられていま
したが、鎌倉時代前期
には既に墓標として用
いられました。
　古くからの墓地に見
受けられる五輪の塔
は、面積の狭い仁方地
区での分布密度が高い
といわれています。

　被爆40周年を迎え、原爆被爆体験
の記録本「原子雲の下で」が1985（昭
和60）年４月１日に発刊されました。
　これを記念して呉原爆被爆者友の会
仁方支部は、記念樹を植え石碑を建立
しました。
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　「�からかさに　押し分け見たる　
柳かな」

　この句碑は、松尾芭蕉を慕う仁方
の俳人達が、1822（文政５）年芭
蕉の生誕200年を記念して、翁の句を京都の俳人
桜井梅室に書かせ、それを石に刻んで句碑にした
ものといわれています。
　碑は当初西町の松宮邸にありましたが、昭和40
年頃中筋の中洲宅の庭に移し、保存されています。

　1553（天文22）年、僧願成が本町塔の後に一
宇の禅寺を創設しましたが、五世浄空の時に真宗
に改宗して西本願寺派に属するようになりました。
　1761（宝暦11）年３月に現在の地に移築されま
した。
　1947（昭和22）年２月10
日に本堂は全焼しましたが、
信仰厚き町民の熱意によって
翌年には再建され、平成17年
に本堂の伽藍整備が行われました。
　本尊は木像の阿弥陀佛立像です。

　紀伊国熊野新宮を勧請した
ものといわれ、祭神は天照大
神、他三尊が祀られています。
　当社棟札によると、1550（天文19）年土居刑部
が創建したもので、その後1720（享保５）年に再
建したものと記載されています。その後いたみが
ひどく平成19年に改修されました。

　平成10年、当地と縁のあった浦
宗勝の菩提所並びに堀家、手島家の
菩提所として、三登山萬願寺住職・
寺下公興僧正、堀家の子孫及び有志
により創建されました。
　本尊は竜神観音菩薩です。

　はじめは「古地城」の守り本尊として、持経観音
菩薩が宗源寺に安置されていましたが、戦乱で城が
滅んだ後、寺も滅び観音像も盗難にあいました。手
島忠右衛門は今度は盗まれないように堀城の二の丸
跡に祀り城主の霊を弔うとともに観音様を盗人から
守ってもらおうとここに観音堂を作りました。1842
（天保13）年５月10日のことです。
　その後、長年の風雨で荒廃したた
め、平成８年千歳山宗源寺堀観音堂
が現在地に再建されました。
　観音堂には観音像とともに僧形の
木像一体と位牌が安置されています。

　1885（明治18）年６月、仁
方戸長に選ばれ、その後初代村
長・町長として1928（昭和３）
年12月までの間、町制の刷新、
教育の進展、産業の興隆、道路
改修、その他風紀改善等、仁方
町民の福祉のため専心努力されました。その功績を
讃えて昭和10年６月に碑が建てられました。

　創建は不明。字白日（現在の
西神町）に虚空蔵菩薩を安置し、
虚空蔵堂と称しました。
　1717（享保２）年正月に虚空
蔵堂が再建され、1981（昭和
56）年に改築されています。
　薬師寺は薬師如来を本尊とし、当初中筋の薬師橋の
そばにありましたが、1903（明治36）年の大水害の時
に流失しました。その後、神町に再建され、更に平成
７年12月14日に現在の虚空蔵堂内に移設されました。

　「脇田主殿正　白日探玄建之」と刻
まれている墓石を地元の人は「との
さん墓」といいます。
　伝えるところによると昔、石州津
和野城主・脇田主殿正という者が本
村に来て一城を築き（古地城）、久し
く古地城を守っていましたが、敵の
攻撃により城が陥落した際、今の墳墓付近にて、割腹
し果てたといわれています。この主殿正は毛利氏の血
族であるのか、家紋に「一文字三星」が刻まれています。

　江戸時代から仁方の交通で重要な
位置を占めていたのは海上交通でした。
太平洋戦争中、軍の要望から本土側は仁方港に四国側は
堀江港にルートが決まり、1946（昭和21）年５月１日、
鉄道連絡船として仁堀航路の運行が開始されました。
　折から食料・物資不足の時代であり、四国から物資が
運ばれたり、戦後開放された遊覧客などで、船舶は連日
満杯の活況を呈しましたが、その後、次第に利用が減り、
昭和57年６月30日を以て遂に
仁堀航路36年の歴史を閉じまし
た。
　この歴史を偲び、昭和58年３
月国鉄により仁堀航路跡の記念
碑が建てられました。

　港橋架設工事の際、塩田の名残
の井戸石枠が出たので、それを記
念として碑が建立されました。

　62段の石の階段を登ると町内を
見渡せる景観のよい高台に観音堂が
あります。
　正式名称を白岳山恵日院普門寺正
観世音といい、正徳年間（1711年
〜 1716年）に建立され、堂内には、
銅像１寸８分の観世音菩薩が安置されています。
　1807（文化４）年12月に再建され、平成11年５月に４回
目の修復が行われています。

　江戸時代、常夜
燈の灯りを頼りに
錦川へ船が出入り
していました。ま
た、夜間の街灯と
しても使われていました。
　この常夜燈には「金比羅大権現　文
政八乙酉年４月　石工当村畑　久八」
と刻まれています。
　町内では、他に新宮神社に当時浜庄
屋であった大原屋順三郎が献灯したも
のも見られます。

　弘法大師を本尊とする大師堂は、明
治の初め頃、お遍路さんがお堂に住ん
で世話をしてい
ま し た。 建 立
された年月日
は不明ですが、
1982（昭和57）
年多数の方の寄
付金により改築
しました。
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　明治初期に創建された正法寺
は、1903（明治36）年７月の大
洪水で寺院が全て流出しました。
その際、本尊の木像阿弥陀如来
は難を免れ、1973（昭和48）
年８月現在地に本堂が再建されました。
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　その形が亀の背中に似ている
ことから、亀石といわれていま
す。
　この石は、中筋の薬師堂傍に
ありましたが、水害により薬師
堂が神町に移されるとともに同境内に移されました。
　その後、薬師堂は虚空蔵堂内へ再建されましたが、
亀石はそのまま現在地で苔むしています。
　隣の石柱には、「背についた苔もいく世ぞ石の亀」と
刻まれています。

　1908（明治41）年、こ
の地域にもともと鎮座して
いた八幡神社・岩倉神社・
下華田神社が合祠され、一
つの神社になった際、それ
ぞれの社名一字をとって命
名されたユニークな名前を持つ神社です。
　その拝殿は、市内の神社建物のなかでは、最も大きい
部類（７間４間）に入ります。
●�八幡神社…大分県の宇佐八幡宮を勧請したもので、古
老の話によると、1556（弘治２）年、豊田郡忠海城主・
浦兵部宗勝が再建したということです。合祠されるま
では、仁方村の総氏神でした。
●�岩倉神社…1532（天文元）年、磐座大明神と号し海の
神様として祭られていました。1562（永禄５）年９月
17日、八幡宮の宮司・花田兵部忠次が川尻の地から西
町の西砂（現八岩華神社の地）に遷座しました。
　1847（弘化4）年の祭礼に奉納相撲を開催しました。
●�下華田神社…和歌山県の熊野本宮から勧請したもので
原（現中筋町の児童公園）に祭られていました。

　正面台座に「相原寺地蔵菩薩」
「宝暦12年午夭」「乗阿宗運法子」
「俗名相原市五郎」と刻まれてい
ます。
　1762（宝暦12）年11月、同
郷の白市村出身である仁方塩田の大原屋木原保満が台座
を寄進し、生前とても信心の厚い人柄だった相原市五郎
の子孫・藤屋彦六が邸内に菩薩を安置しました。
　この土地は、相原本家の屋敷跡で、白市村から仁方村
へ移った当時の旧宅のあった場所です。

　1882（明治15）年４月18日、川尻村の橘正信とい
う人が梁行４間、桁行５間の寺を建立し、明治21年９月
12日、愛媛県越智郡今治室屋町の住職吉水聖信師を迎え、
浄土宗総本山知恩院直轄の説教所詰としたことから始ま
り、その後、内陣・庫裡を増築し、本堂を改修し今日に至っ

ています。本尊は御丈三尺の阿
彌陀如来坐像です。また、院内
には寛文年間（1661年〜 1673
年）建立の立石山清水寺（本尊
は木造一尺二寸の観世音菩薩）
が1983（昭和58）年２月実相
院境内に移転改築されています。
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　仁方町の中心に位置する標柱は郵便局
前の昭和橋そばに建てられています。
　正面は「仁方町中央　御大典記念　昭
和３年11月　仁方青年団」
　右面は「西方　広村四粁　呉駅十三粁
東方　川尻町六粁　内海町十四粁」
　左面は「點滴石を穿つ」とそれぞれ刻
まれています。

　1894（明治27）年から1950（昭
和25）年までに戦死された仁方町出
身の方々 331名の御魂が奉られてい
る忠魂碑は、昭和17年に建立されま
した。
　遺族会・女性会・老人会等、地元
の方々により清掃・献花され、亡くなられた方々のご冥福と
悲惨な戦争を繰り返さない誓いを立てています。
　毎年８月15日には仁方遺族会主催の戦没者追悼慰霊式が執
り行われています。

　今は廃寺になっている東泉寺薬師
堂９世の住職：寺本臥亀（俳名）が、
1862（文久２）年の夏に仁方・川尻境
に句碑を建立しました。
　人の高さ位の自然石に
　　　看日如灸
　　　松陰甦人　石たたむ松の梢や風かおる

と刻んだ碑は、「日を看れば灸の如く、松陰は人をよみがえ
らす」ということで、昔から幾人かの旅人が汗をぬぐって
休憩しながらこれを読んで慰められたといわれています。
　この碑は、1974（昭和49）年12月現在地に移設され
ました。

　３体の地蔵さまが祀られてい
ます。安置年月日は不明です。
　「歯の痛む人この地蔵尊を至誠
心にて頼めば、痛み止む由にて
祈願する人あり、近年広島の人、
或は大阪の人聞き伝え、遙拝祈
願霊験ありて初穂銀をそなえし
由、米銭をそなゆれば、大上の
清兵衛と言へ
る百姓世話し
て、燈明佛飯
をそなえ申し
候」と国郡志
御用書上帖に
記載されてい
ます。

　亀甲ヤマト醤油醸造場の丸い
レンガの煙突は、1927（昭和２）
年頃再築されました。
　この煙突の顔ともいえる最上
部の飾り（王冠部）には、意匠
が凝らされており、レンガの持
つ表現の多様性を感じさせます。
　市内に数多くあったレンガ煙
突も今では少なくなり貴重なも
のとなっています。
　川がんぎは、岸壁と違って潮
の水面に係わらず、荷役ができます。錦川に面して
明治初期に造られた川がんぎは、自動車の発達して
いない時代に川船用として使われていました。

　1954（昭和29）年から昭和48年まで仁方地区自治会
連合会長として、町の発展振興に生
涯を捧げてこられました。
　氏の人格識見と多額の資財を投じ
て仁方地区及び呉市の教育、福祉、経
済、産業に尽くされた功績は誠に顕
著であり、氏を偲び昭和49年12月
に碑が建てられました。

　松井善一氏は、1903（明治36）年
から26年間仁方小学校校長として尽く
され、明治44年２月に文部大臣賞を受
けられました。碑は1936（昭和11）
年に同窓生、町の有志者により建立さ
れました。
　隣接には、明治31年に建立された「仁
方村立有志者建碑」、仁方町教育のため
に寄附された「教育事業寄付者柱碑」
があります。

仁 方 湾

空輪
風輪
火輪
水輪
地輪
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　雁木は、船着き場に
おける階段状の構造
物。岸壁と違って、潮
の満ち干や河川の流
量変化による水面の
上下に係わらず昇降
や荷役ができるため、
仁方湾内の船着場な
どで多く見られます。

　湊七郎は、仁方町の地形か
ら、本町発展のためには、海の
玄関を建設整備することを確信
し、私財投資で海面埋立・整備
を1898（明治31）年に起工、
５年後に竣工させました。
　氏の功を偲び明治45年に町有志が記念碑を建立しまし
た。
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　地元では、「胡さん」と親
しまれ、1949（昭和24）
年に世話人が再建しました。
　祭神は事代主命（ことしろ
ぬしのみこと）で、商売の神
様として祭祀されています。
　平成22年改築され、胡子神社を恵比須神社と改称
しました。

　1479（文明11）年熊野新
宮を勧請して創建したと言い
伝えられています。
　神社の春祭当日には、米麹
で作った甘酒を神酒として供
えることとなっています。
　祭礼には「大歳神楽」とし

て奉納され、現在も伝承されています。

� 白
しら

井
い

縫
ぬい

殿
の

介
すけ

の墓
ぼ

地
ち仁方第二トンネル

昭和52年３月開通

仁方トンネル
昭和43年
３月開通

仁方隧道
昭和13年
11月開通


